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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
可撓性挿入部が汚染されるのを防止するための可撓性の外套シースを上記可撓性挿入部に
被脱するのと同時に、上記外套シースに軸線と略平行方向に配置されたチャンネルチュー
ブを上記可撓性挿入部に配置されたガイドチャンネルに挿脱する内視鏡の外套シース着脱
台であって、
　上記可撓性挿入部の基端に下端部が連結されている操作部を上記下端部が斜め下方を向
くように傾けて保持するための操作部保持部と、上記操作部が上記操作部保持部に保持さ
れた状態において上記可撓性挿入部の先端寄りの部分を略水平に載置するように配置され
た挿入部載置テーブルとが設けられ、上記操作部保持部が上記挿入部載置テーブルに対し
固定的に設けられていて、上記操作部の下端部で斜め下方を向いている上記可撓性挿入部
が滑らかにカーブして上記可撓性挿入部の先端側の部分が上記挿入部載置テーブル上に載
せられることを特徴とする内視鏡の外套シース着脱台。
【請求項２】
上記操作部保持台が上記操作部を水平状態に比べて３０°～４５°の範囲傾けて保持する
請求項１記載の内視鏡の外套シース着脱台。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、内視鏡の可撓性挿入部が汚染されるのを防止するための外套シースを可撓性
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挿入部に被脱する際に、内視鏡を保持するための内視鏡の外套シース着脱台に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡検査において内視鏡を介して患者間感染が発生しないようにするためには、内視鏡
の可撓性挿入部に外套シースを被覆して、その外套シースを内視鏡検査一回毎に取り替え
るようにすればよい。
【０００３】
ただし、内視鏡検査の際に処置具類を使用するために、処置具類を通すためのチャンネル
チューブが外套シースに軸線と略平行方向に配置された構成をとる場合があり、そのよう
な外套シースを可撓性挿入部に被覆する際には、同時に、内視鏡の可撓性挿入部に配置さ
れているガイドチャンネルに外套シースのチャンネルチューブを挿通する必要がある。
【０００４】
そこで従来は、内視鏡と外套シースとを水平な台上に置いた状態で、外套シースを可撓性
挿入部に被覆するのと同時に、外套シースのチャンネルチューブを内視鏡のガイドチャン
ネルに通すようにしている。
【０００５】
なお、下記特許文献１には内視鏡の外套シース着脱台として各種の態様のものが記載され
ているが、外套シースのチャンネルチューブを内視鏡のガイドチャンネルに通すことを考
慮したものはない。
【０００６】
【特許文献１】
特開平８－３８４１５号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上述のようなチャンネルチューブは一般に、リールに巻き付けられた素材チューブを適宜
の長さに切断して製造されるので、リールへの巻き癖による曲がり癖が付いている。
【０００８】
また、例えば大腸検査用内視鏡等のように可撓性挿入部の長さが２メートル程度と非常に
長い内視鏡は、可撓性挿入部が屈曲した状態で保管箱内で保管されることにより、可撓性
挿入部内のガイドチャンネルが蛇行してしまっている場合が多い。
【０００９】
そのため、外套シースを可撓性挿入部に被覆する際に、外套シースのチャンネルチューブ
を内視鏡のガイドチャンネルに通して行くと、チャンネルチューブのカーブとガイドチャ
ンネルのカーブとが同じ向きになろうとしてチャンネルチューブが軸線回りに右に左に回
転し、それに伴って外套シースも回転して可撓性挿入部に対して捩じれながら被覆され、
良好な被覆状態にならなかった。
【００１０】
また、内視鏡検査後に外套シースを可撓性挿入部から取り外す際に、可撓性挿入部の長さ
が２メートル程度と非常に長いと外套シースを先端側から引っ張るより他に手だてがない
が、そのためには操作部を固定しておく必要がある。
【００１１】
そこで例えば図７に示されるように、内視鏡１０の操作部１５を垂直に保持すると、外套
シース２０が先端側から引っ張られたときに可撓性挿入部１１が根元で急激に曲げられて
折損してしまう場合がある。
【００１２】
かといって、例えば図８に示されるように、操作部１５を水平に保持すると、内視鏡１０
の可撓性挿入部１１が二箇所で反対方向に大きく曲がることになって、可撓性挿入部１１
に対する外套シースの被覆が困難になってしまう。
【００１３】
そこで本発明は、外套シースを可撓性挿入部に対して容易に被脱することができて、その
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際に可撓性挿入部等が破損しない使い易い内視鏡の外套シース着脱台を提供することを目
的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の外套シース着脱台は、可撓性挿入部が汚染
されるのを防止するための可撓性の外套シースを可撓性挿入部に被脱するのと同時に、外
套シースに軸線と略平行方向に配置されたチャンネルチューブを可撓性挿入部に配置され
たガイドチャンネルに挿脱する内視鏡の外套シース着脱台であって、可撓性挿入部の基端
に下端部が連結されている操作部を下端部が斜め下方を向くように傾けて保持するための
操作部保持部と、操作部が操作部保持部に保持された状態において可撓性挿入部の先端寄
りの部分を略水平に載置するように配置された挿入部載置テーブルとが設けられているも
のである。
【００１５】
なお、操作部保持台が操作部を水平状態に比べて３０°～４５°の範囲傾けて保持される
ようにするとよい。
【００１６】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は、本発明の内視鏡の外套シース装着台が用いられる内視鏡１０と、その内視鏡１０
の可撓性挿入部１１に着脱自在に被覆される外套シース２０の一例を示している。なお、
外套シース２０だけは断面図によって示されている。
【００１７】
内視鏡１０の可撓性挿入部１１は例えば２メートル程の長さに形成されていて、その先端
には、観察窓１４等が配置された先端部本体１３が連結され、基端には操作部１５の下端
部が連結されている。１９は、可撓性挿入部１１と操作部１５との連結部である。
【００１８】
可撓性挿入部１１の内部には、例えば可撓性のポリエチレン樹脂チューブ等からなるガイ
ドチャンネル１７が全長にわたって挿通配置されており、その先端開口１７ａが先端部本
体１３に形成され、ガイドチャンネル１７の基端は、操作部１５に突出形成された基端側
開口１７ｂに連通している。
【００１９】
ガイドチャンネル１７は、内視鏡１０が可撓性挿入部１１を屈曲させた状態で保管箱（図
示せず）内で保管されることにより、保管箱から出された時は可撓性挿入部１１内で蛇行
した状態になっている。
【００２０】
可撓性挿入部１１が汚染されるのを防止するための外套シース２０には、例えばシリコン
ゴムチューブ等のような可撓性のある材料によって薄肉円筒状に形成された被覆チューブ
２１が、内視鏡１０の可撓性挿入部１１に着脱自在に被覆されるように設けられ、その先
端には透明な部材により形成されて先端部本体１３部分に被嵌される先端キャップ２２が
水密に取り付けられている。
【００２１】
被覆チューブ２１の基端に固着された連結環２４は内視鏡１０の連結部１９に対して係脱
自在になっていて、手動固定ネジ２５を締め付けることにより連結部１９に任意に固定及
び固定解除することができる。
【００２２】
被覆チューブ２１内には、例えば可撓性の四フッ化エチレン樹脂チューブからなるチャン
ネルチューブ２３が、軸線と略平行方向に全長にわたって挿通配置されている。
【００２３】
そして、チャンネルチューブ２３の先端部分は先端キャップ２２の先端面において外面に
開口するように先端キャップ２２に接続されており、チャンネルチューブ２３の基端側部
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分２３Ａは連結環２４内を通過して後方に長く延出している。
【００２４】
チャンネルチューブ２３は内視鏡１０のガイドチャンネル１７内に全長にわたって挿脱自
在であり、被覆チューブ２１が内視鏡１０の可撓性挿入部１１に被覆される際に、それと
同時に、チャンネルチューブ２３の基端側部分２３Ａが、一点鎖線で示されるようにガイ
ドチャンネル１７に先端開口１７ａ側から差し込まれて反対側の基端側開口１７ｂから引
き出される。
【００２５】
このように構成された外套シース２０は任意の方向に自由に曲げることができるが、チャ
ンネルチューブ２３にはその素材チューブがリールに巻かれて保管されていた時の巻き癖
による曲がり癖が付いており、被覆チューブ２１もそれに沿って曲がっている。
【００２６】
図３は本発明の第１の実施例の外套シース着脱台３０を示しており、内視鏡１０の可撓性
挿入部１１と外套シース２０とを載せるための挿入部載置テーブル３１が、４本の脚３２
の上にほぼ水平に配置されている。
【００２７】
そして、挿入部載置テーブル３１の長手方向の一端側上に立設された支柱３３の上端には
、内視鏡１０の操作部１５を斜め下方に傾けた状態で保持するための操作部保持部３４が
配置されている。
【００２８】
操作部保持部３４には、操作部１５を載せるように挿入部載置テーブル３１の中央側に向
けて斜め下方に傾けて配置された操作部載置台３４ａと、操作部１５がずり落ちないよう
に操作部１５を側方から嵌め込んで係止するための断面形状がコの字形の操作部係止部３
４ｂとが形成されている。
【００２９】
この実施例においては、操作部載置台３４ａの傾斜角度θが水平方向に対して３０°であ
り、操作部１５が下端部を斜め下方に向けてその角度傾いた状態に操作部保持部３４に保
持されると、図４に示されるように、可撓性挿入部１１が基端寄りの部分から先端寄りの
部分側へ次第に挿入部載置テーブル３１に接近して、可撓性挿入部１１の先端寄りの部分
は挿入部載置テーブル３１上に載せられた状態になる。
【００３０】
図４は、操作部１５を操作部保持部３４に保持して可撓性挿入部１１に外套シース２０を
被覆する際の状態を示しており、操作部１５の下端部から滑らかに曲がって挿入部載置テ
ーブル３１上に真っ直ぐに載せられた状態の可撓性挿入部１１の先端側から、やはり挿入
部載置テーブル３１上に真っ直ぐに伸ばして置かれた被覆チューブ２１が被せられていく
。
【００３１】
その際には、先に図２の説明で述べたように、内視鏡１０のガイドチャンネル１７内に外
套シース２０のチャンネルチューブ２３が通されていくが、可撓性挿入部１１が操作部１
５の下端部から滑らかにカーブして挿入部載置テーブル３１上に真っ直ぐに載せられてい
ることにより、可撓性挿入部１１内のガイドチャンネル１７が一方向に曲がった状態に近
づくよう矯正されているので、そこにチャンネルチューブ２３が挿入されても被覆チュー
ブ２１が捩じれてしまう現象は発生しない。
【００３２】
そのようにして、可撓性挿入部１１に被覆チューブ２１が完全に被さったら、図１に示さ
れるようにガイドチャンネル１７の基端側開口１７ｂからチャンネルチューブ２３の基端
側部分２３Ａが延出する。
【００３３】
そこで、外套シース２０の先端キャップ２２を内視鏡１０の先端部本体１３に確実に押し
付けてから手動固定ネジ２５を締め付けて連結環２４を内視鏡１０の連結部１９に固定す
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る。
【００３４】
そのようにして外套シース２０が内視鏡１０の可撓性挿入部１１に取り付けられ、可撓性
挿入部１１の汚染を防止することができる。そして、内視鏡検査が終了したら、図５に示
されるように、手動固定ネジ２５を緩めて挿入部載置テーブル３１上で被覆チューブ２１
を先側へ引っ張れば、操作部１５が操作部保持部３４に保持されている内視鏡１０は移動
しないので、可撓性挿入部１１から外套シース２０が外れていく。
【００３５】
そしてその際には、先端が挿入部載置テーブル３１上にある状態で可撓性挿入部１１が全
長にわたってほぼ真っ直ぐに伸ばされるが、操作部１５が水平に対して３０°傾いた角度
に保持されていることにより、可撓性挿入部１１の根元部分が急激に曲げられる状態にな
らない。したがって、可撓性挿入部１１の基端部分を傷めることなく外套シース２０を容
易に取り外すことができる。
【００３６】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図６に示される第２の実施
例のように、操作部保持部３４が操作部１５を水平状態に比べて４５°傾けて保持するよ
うにしても第１の実施例と同様の作用効果を得ることができ、操作部保持部３４による操
作部１５の保持角度が水平に対して３０°～４５°の範囲であればよい。
【００３７】
【発明の効果】
本発明によれば、可撓性挿入部の基端に下端部が連結されている操作部を、下端部が斜め
下方を向くように傾けて保持するための操作部保持部と、操作部が操作部保持部に保持さ
れた状態において可撓性挿入部の先端寄りの部分を略水平に載置するように配置された挿
入部載置テーブルとを設けたことにより、可撓性挿入部内のガイドチャンネルが蛇行して
いて、外套シースのチャンネルチューブに曲がり癖が付いていても、可撓性挿入部を破損
することなく外套シースを可撓性挿入部に対して容易に被脱することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の外套シース着脱台において内視鏡に外套シース
が被覆される作業中の状態を示す側面図である。
【図２】本発明の内視鏡の外套シース装着台が用いられる内視鏡と外套シースの一例の、
一部を断面で示す側面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の外套シース着脱台の、一部を断面で示す側面図
である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の外套シース着脱台において内視鏡に外套シース
が被覆される作業中の状態を示す側面図である。
【図５】本発明の第１の実施例の内視鏡の外套シース着脱台において内視鏡から外套シー
スが取り外される状態を示す側面図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡の外套シース着脱台において内視鏡に外套シース
が被覆される作業中の状態を示す側面図である。
【図７】内視鏡から外套シースが取り外される状態の参考例の側面図である。
【図８】内視鏡の外套シース着脱台に内視鏡が保持された状態の参考例の側面図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡
１１　可撓性挿入部
１５　操作部
１７　ガイドチャンネル
２０　外套シース
２１　被覆チューブ
２２　先端キャップ
２３　チャンネルチューブ
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３０　外套シース着脱台
３１　挿入部載置テーブル
３４　操作部保持部

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种易于使用的护套护套附接/拆卸用于内窥镜的基
座，其能够在不破坏柔性插入部分等的情况下容易地将护套护套附接到
柔性插入部分。 ŽSOLUTION：该护套安装/拆卸基座具有操作部分保持
部分34，用于保持操作部分，该操作部分的下端部分在倾斜时连接到柔
性插入部分11的基端，以便转动下端在操作部分保持部分34保持操作部
分15的状态下，倾斜向下的部分和插入部分安装台31布置成大致水平地
安装靠近柔性插入部分11的尖端的部分。
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